


これまでも天候が悪化する夏季に入る前に望遠鏡を止
め、1、2ヶ月後に再起動ということは毎年行っていた。
しかし3年半以上に渡り、望遠鏡を停止させたことは無
かった。極度に乾燥した砂漠地帯である一方、冬季に
は積雪もあり厳寒となるアタカマ高地。最初に懸念され
るのが、機械的な駆動部分が正常に動くかどうかであ
る。発電機は動いて電気を作ることができるか、望遠鏡
やドームを動かすモーターは潤滑油が固まったりギヤ
が砂まみれになったりしていないか、超伝導受信機を
冷やすための極低温冷凍機は動作するか。状況を把握
し整備を行うため、リーダー立原、前身のなんてん時代
から携わってきた水野、技術職員小林が第1班として現
地に赴いた。

最初に現地入りした立原は、長期間放置された
NANTEN2の姿を目の当たりにした。敷地の周りを囲
むフェンスの蝶番が腐食しゲートの扉が外れており、ドー
ム側面の外壁パネルが数枚剥がれて無くなっていた。
ドームに入り見上げると、NANTEN2の以前と変わら
ぬ姿があった。見たかぎり、大きなダメージは無いようだ。
侵入した砂が鏡面パネル、保護用のメンブレンに降り
積もっていた。銀色に輝いていた鏡面が白や茶色に汚
れていた（図1）。
発電機を確認した。外見上問題は見られなかったが、
内部のディーゼルエンジンには液漏れの跡が見られた。
始動用のバッテリーはおそらく交換が必要だろう。水野・
小林が作業手順を再検討した後に現地入りした。新し
く購入したバッテリーを繋ぎ、燃料バルブを開け、2台
の発電機の内、状態の良さそうな方のエンジンをかけ
てみた、……回った！回転数も規定値に達し、電圧・電
力共に問題ないことが確かめられた。
次は、ドームと望遠鏡の駆動系である。小林が駆動系
のギヤ部分を丁寧に目視で確認して汚れを除去し、グ
リスを塗布し直した。樹脂部分はハンマーで叩いた感
触や音で、弾力が十分あるか、素材は劣化していないか
確かめた。最後に電源を入れて、テストを行った。異音
もなく静か、実にスムーズに動くことが確認できた。復
活への道筋が見えた瞬間だった。
真空ポンプ、極低温冷凍機、冷却水循環機などの機械
系装置を次々に稼働させていき、正常動作を確認した。
入り口の施錠ができるような応急処置をし、アタカマを
後にした。

第2班は、立原がリーダーで、水野、学生の山田、松月、
石川の5人体制であった。コロナ前にアタカマ経験のあ
る山田が立原と共に計算機／制御系を立ち上げ、水野
が受信機関係の細部を、初めて実機に触れる松月・石
川に教えるという陣容で作業に望んだ。松月・石川は初
めて実機を目にしたとは思えない速さで受信機システム
の構成を理解し、作業を進めていった。山田も複雑な
計算機システムの資料が不足している中で、短期間で
整合性の取れたシステムへと完成度を高めていった。
“ゴンドラ”と呼ばれる受信機ユニットを取り外し、超伝
導受信機を山頂で交換する作業はこれまでに誰も経験
したことの無い作業であった（図 2）。約1週間の悪戦
苦闘ののち、最終的にスペクトルデータの取得まで進
めることができた。
ドームパネルを補修し（図3）、鏡面やメンブレンに付着
していた砂も除去した。輝く美しい鏡面が再び戻ってきた。

制御システムを更新し、望遠鏡としての指向・追尾精度
の確認をして定常観測を再開できるようにする必要が
ある。もう一つの大きな課題がインターネットへの再接
続である。コロナを機に衛星通信会社との契約を解消
してしまったため、現在のNANTEN2は孤立した状態
にある。日本からの遠隔制御／モニタを可能にすること
が必要不可欠である。
ALMA望遠鏡、JWSTなどの新たな観測を通して、新
たな概念、新たな仮説が提案されている。そうした仮説
を検証するため、NANTEN2はアタカマの地で再稼働
の時期を静かに待っている。
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図1  砂がついて汚れてしまったNANTEN2の鏡面 図3 穴が空いたドームの外壁の補修工事。壊れたパネルをとり外している。

図2  受信機の内部。故障した部品を慎重に取り出し交換している。

コロナパンデミックで世界中の国々が鎖国状態に入っていった時、追い立てられるように望遠鏡を閉じて

当時の滞在メンバー全員がチリから出国した。その時はこんなにも長く望遠鏡を放置することになろうとは

思っていなかった。2023 年 9 月、NANTEN2 を再開させるためのプロジェクトが始動した。

　2023年9-10月　第1班派遣

　2024年3月　第2班派遣

　観測再開に向けて
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